
理科理科 NO.NO.2525
〈解答〉
1　⑴　作用点
　　⑵　①　垂直抗力　　②　 ６
　　⑶　ア
　　⑷　イ
　　⑸　7.5㎝

配点　各 １点　 ６点満点

〈解説〉
1　⑴�　力がはたらく点を作用点といい，力を矢印で表す場合には，矢印の根もと（始点）

を作用点とする。また，力の向きは矢印の向き，力の大きさは矢印の長さ（力の大
きさに比例させる）によって表す。なお，これらの作用点，向き，大きさのことを，
力の ３要素という。

　　⑵�　水平面が物体Ｘを支える力を垂直抗力といい，その大きさは物体Ｘにはたらく重
力の大きさと等しいので，

　　　　　 １〔N〕×
６00〔g〕
１00〔g〕

＝ ６〔N〕

　　　である。
　　⑶　 １つの物体に対してはたらく ２つの力の関係が，
　　　　・大きさが等しい
　　　　・向きが反対
　　　　・一直線上（同一作用線上）にある
　　　�とき，これらの ２つの力はつり合いの関係にある。力Ｐ，Ｑは物体Ｘに対してはた

らく力であり，力Ｒは水平面に対してはたらく力である。
　　⑷�　ばねＡは １ Nの力につき3.0㎝ずつのびるので，ばねＡののびが１0.5㎝になった

ことから，ばねＡには

　　　　　 １〔N〕×
１0.5〔㎝〕
3.0〔㎝〕

＝3.5〔N〕

　　　の力が加わっていることがわかる。物体Ｙの質量は３80g なので，その重さは

　　　　　 １〔N〕×
３80〔g〕
１00〔g〕

＝3.8〔N〕

　　　である。したがって，物体Ｙが水平面を押している力の大きさは
　　　　　3.8〔N〕－3.5〔N〕＝0.3〔N〕
　　　である。
　　⑸�　 3 図のように，ばねＡとばねＢが直列になるようにつないだものに質量２50g の

物体Ｚをつるした場合，ばねＡにもばねＢにも



　　　　　 １〔N〕×
２50〔g〕
１00〔g〕

＝2.5〔N〕

　　の力が加わっている。したがって，ばねＡもばねＢも，そののびは

　　　　　3.0〔㎝〕×
2.5〔N〕
１〔N〕

�＝7.5〔㎝〕

　　になっている。


